
 

 

    

【種別】 ■小学校  □中学校  □高等学校  □特別支援学校  □幼稚園・保育園 

     □家庭   □地域   □通学合宿  □その他（            ） 

取組名 望望望望ましいましいましいましい生活習慣生活習慣生活習慣生活習慣をををを自自自自らららら築築築築こうとするこうとするこうとするこうとする子子子子どものどものどものどもの育成育成育成育成    

実施団体 嘉麻市立上山田小学校嘉麻市立上山田小学校嘉麻市立上山田小学校嘉麻市立上山田小学校    市町村 嘉麻市 

該当する 

アクション 

プラン 

提案Ⅰ 「実体験を重視した教育を推進しよう」（外遊びの活性化と運動・スポーツの推進） 

提案Ⅱ 「学校を支援する体制を整備しよう」（家庭・地域による学校への支援） 

提案Ⅴ 「家庭の教育力を高めよう」（基本的な生活習慣の確立） 

実施期日(期間) 平成１９年度 ～ 平成２１年度 

対象・参加者数 全校児童（１５学級・３１２名） 

ねらい 

望ましい生活習慣を自ら築こうとする子どもを育成するために、給食指導を中

核とする「食に関する指導」と体力向上並びに食欲につながる「外遊びの支援の

工夫」の在り方を究明する。 

学校・家庭・地域

の連携における

活動の工夫点 

○ 子どもの基本的生活習慣の確立に向けて「早寝･早起き･朝ご飯」への協力を

依頼した。 

○ 遊びの環境作りや体力向上に向けて保護者や地域人材に協力を依頼した。 

指導者等 
【指導者】上山田小学校全職員 

【ボランティア】保護者、地域人材、嘉麻市社会教育課スポ－ツ振興係等 

（（（（事業事業事業事業のののの概要概要概要概要））））    

○ 学校教育活動全体を通じた指導の工夫や家庭、地域、関係機関との連携を

図る工夫を通して、望ましい食習慣の育成と体力向上を図るための指導の在

り方を究明した。 

主な活動内容 

（（（（具体的具体的具体的具体的なななな活動内容活動内容活動内容活動内容））））    

生活習慣の改善に向けて、「食」、「体力」、「家庭・地域連携」の三分野の

相互作用を引き出すため、３部会を編成して活動を推進した。 

    

＜＜＜＜    食食食食にににに関関関関するするするする指導部会指導部会指導部会指導部会    ＞＞＞＞    

○ 食に関する指導の年間指導計画（食育プラン）の作成 

○ 食への意識の継続を図る工夫 

・ 恒常的に栄養や食の重要性についてふれ

たり、振り返ったりする給食指導の実施 

○ 食への興味・関心を高める工夫 

・ 栽培活動や実習活動などの体験活動の実

施 

○ 栄養や朝食の重要性への理解を深める工夫 

・ 各教科、領域等と関連付けて、栄養と朝食の重要性に重点を置いた指導

の実践 

＜＜＜＜    体力向上体力向上体力向上体力向上にににに関関関関するするするする指導部会指導部会指導部会指導部会    ＞＞＞＞    

○ 体力向上年間指導計画（体力向上プラン）の作成  

○ 健康や体力への興味・関心を高める工夫 

・ 保健領域における健康教育の充実 

・ 体力診断コーナーの設置 

・ チャレンジスポーツカードの活用 

○ 体力向上の環境づくりの工夫 

・ 外遊びウィークの設定 

・ 遊びの紹介等の情報提供 

具具具具    体体体体    的的的的    なななな    取取取取    組組組組    事事事事    例例例例    



 

○ 運動習慣形成に向けた工夫 

・ 外遊びと教科、道徳、特別活動等との関連付けの工夫 

・ 外遊び集団の形成 

＜＜＜＜    家庭家庭家庭家庭・・・・地域連携地域連携地域連携地域連携、、、、環境構成部会環境構成部会環境構成部会環境構成部会    ＞＞＞＞    

○ 家庭・地域との連携強化の工夫 

・ 保護者や地域人材のＧＴとしての活用 

・ “新”家庭教育宣言事業の実施 

○ 家庭・地域の啓発の工夫 

・ ＰＴＡ研修会の実施 

・ 保護者参加型の授業の実施 

・ 家庭・地域への情報発信 

○ 掲示の工夫  

・ 食育コーナーの設置 

・ 体力向上コーナーの設置 

支援のポイン

トとその成果 

＜＜＜＜    支援支援支援支援ののののポイントポイントポイントポイント    ＞＞＞＞    

○ 児童をしっかり食事をとる姿に導くため、

給食指導を通して食への意識を継続させな

がら、食への興味・関心の高揚と栄養や朝食

の重要性等についての理解の促進に向けて、

各教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時

間における指導内容と食に関する指導の内

容との関連付けや活動の工夫を行う。 

○ 児童が主体的に体を動かす姿に

導くため、健康や体力への関心を

高めさせながら、外遊びの活性化

に向けた環境の整備や情報提供な

ど、外遊びの支援を工夫するとと

もに、外遊びと各教科や道徳、特

別活動との関連付けの工夫や外

遊び集団の形成など運動習慣の

形成に向けた工夫を行う。 

○ 児童の生活習慣の改善に向け

て家庭の意識を高めるために、家

庭や地域の人材の活用の仕方や

食と外遊びについての取り組み

の内容の発信や掲示の方法を工

夫する。 

    

＜＜＜＜    成成成成    果果果果    ＞＞＞＞    

◎ 単日欠席、連日欠席をともに半減させるなど、防衛体力を高めることがで

きた。 

◎ 不登校児童、不登校傾向児童数を半減させることができた。 

○ 食に関する指導により、朝食を「いつも食べる、だいたい食べる」と答え

る児童を３カ年、平均９３％台に保つことができた。また、「給食をいつも

残す」児童の割合を３カ年とも１０％未満にすることができた。 

○ ９時より前に就寝する児童の割合を増加させることができた。また、１０

時前に就寝する児童の割合が全国平均を上回り、５０％台となった。 

○ 登校に見合った適切な時間に起床する児童の数が増えた。 



 


